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(57)【要約】
【課題】液晶ディスプレイの大きさの大型化および多様
化に対応できる表示システムを提供する。
【解決手段】ＭＣＵ１Ａは、第１群および第２群の複数
の画素のコモン電極にコモン制御信号を供給し、第１群
および第３群の複数の画素のセグメント電極にセグメン
ト制御信号を供給する。ＭＣＵ１Ｂは、第３群および第
４群の複数の画素のコモン電極にコモン制御信号を供給
し、第２群および第４群の複数の画素のセグメント電極
にセグメント制御信号を供給する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶ディスプレイと、
　前記液晶ディスプレイを駆動する第１および第２のマイクロコンピュータとを備え、
　前記液晶ディスプレイの画素は、第１～第４群に分割され、
　前記第１のマイクロコンピュータは、前記第１群および前記第２群の複数の画素のコモ
ン電極にコモン制御信号を供給し、前記第１群および前記第３群の複数の画素のセグメン
ト電極にセグメント制御信号を供給し、
　前記第２のマイクロコンピュータは、前記第３群および前記第４群の複数の画素のコモ
ン電極にコモン制御信号を供給し、前記第２群および前記第４群の複数の画素のセグメン
ト電極にセグメント制御信号を供給する、表示システム。
【請求項２】
　前記第１のマイクロコンピュータは、
　前記第１群および前記第２群の複数の画素のコモン電極にコモン制御信号を供給する第
１のコモン電極ドライバと、
　前記第１群および前記第３群の複数の画素のセグメント電極へのセグメント制御信号を
供給する第１のセグメント電極ドライバとを備え、
　前記第２のマイクロコンピュータは、
　前記第３群および前記第４群の複数の画素のコモン電極へのコモン制御信号を供給する
第２のコモン電極ドライバと、
　前記第２群および前記第４群の複数の画素のセグメント電極へのセグメント制御信号を
供給する第２のセグメント電極ドライバとを備え、
　前記第１のコモン電極ドライバが動作する期間と、前記第２のコモン電極ドライバが動
作する期間は、オーバーラップしない、請求項１記載の表示システム。
【請求項３】
　前記第１のマイクロコンピュータは、
　前記液晶ディスプレイの第１～第４群の画素の表示データを記憶する第１の表示ＲＡＭ
と、
　前記第２群および前記第４群の画素の表示データを前記第２のマイクロコンピュータに
送信する送信部とを備え
　前記第１のセグメント電極ドライバは、前記第１の表示ＲＡＭに記憶された前記第１群
および前記第３群の画素の表示データに基づいて、前記セグメント制御信号を生成し、
　前記第２のマイクロコンピュータは、
　前記液晶ディスプレイの前記第２群および前記第４群の画素の表示データを受信する受
信部と、
　前記受信した前記第２群および前記第４群の画素の表示データを記憶する第２の表示Ｒ
ＡＭとを備え、
　前記第２のセグメント電極ドライバは、前記第２の表示ＲＡＭに記憶された前記第２群
および前記第４群の画素の表示データに基づいて、前記セグメント制御信号を生成する、
請求項２記載の表示システム。
【請求項４】
　前記第１のコモン電極ドライバは、前記液晶ディスプレイのフレーム周期の前半または
後半のうちの一方で動作し、前記第２のコモン電極ドライバは、前記フレーム周期の前半
または後半の他方で動作する、請求項２記載の表示システム。
【請求項５】
　前記第１群がｎ１行、ｍ１列の画素からなり、前記第２群がｎ１行、ｍ２列の画素から
なり、前記第３群がｎ２行、ｍ１列の画素からなり、前記第４群がｎ２行、ｍ２列の画素
からなり、
　前記第１のコモン電極ドライバは、互いに異なるタイミングでｎ１個のコモン制御信号
を供給し、
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　前記第２のコモン電極ドライバは、互いに異なるタイミングでｎ２個のコモン制御信号
を供給し、
　前記第１のセグメント電極ドライバは、同時にｍ１個のセグメント制御信号を供給し、
　前記第２のセグメント電極ドライバは、同時にｍ２個のセグメント制御信号を供給し、
　前記第１のセグメント電極ドライバは、前記ｎ１個のコモン制御信号および前記ｎ２個
のコモン制御信号が供給されるタイミングに合わせて、ｍ１個のセグメント制御信号の各
々のパターンを変化させ、前記第２のセグメント電極ドライバは、前記ｎ１個のコモン制
御信号および前記ｎ２個のコモン制御信号が供給されるタイミングに合わせて、ｍ２個の
セグメント制御信号の各々のパターンを変化させる、請求項２記載の表示システム。
【請求項６】
　前記第１のマイクロコンピュータは、
　同期信号を生成して、前記第２のマイクロコンピュータに供給する同期信号発生回路と
、
　前記同期信号に基づいてタイミング信号を生成して、前記第１のコモン電極ドライバお
よび前記第１のセグメント電極ドライバに供給する第１のタイミング発生回路とを備え、
　前記第２のマイクロコンピュータは、
受信した同期信号に基づいてタイミング信号を生成して、前記第２のコモン電極ドライバ
および前記第２のセグメント電極ドライバに供給する第２のタイミング発生回路とを備え
る、請求項５記載の表示システム。
【請求項７】
　前記同期信号発生回路は、第１の周期の同期信号を生成し、前記第１の周期は、前記液
晶ディスプレイで表示する画像のフレーム周期であり、
　前記第１のタイミング発生回路は、第２の周期のタイミング信号を生成し、前記同期信
号に従って、前記タイミング信号の位相を調整し、前記第２の周期は、前記第１の周期を
（ｎ１＋ｎ２）で除算した値であり、
　前記第２のタイミング発生回路は、前記第２の周期のタイミング信号を生成し、前記同
期信号に従って、前記タイミング信号の位相を調整する、請求項６記載の表示システム。
【請求項８】
　前記同期信号発生回路は、デユーティ比が０．５の同期信号を生成し、
　前記第１のタイミング発生回路は、前記同期信号の立ち上がりおよび／または立ち下が
りのタイミングに同期するように前記第２の周期のタイミング信号の位相を調整し、前記
同期信号の立ち上がりおよび立ち下がりのうちの一方のタイミングから前記第１のコモン
電極ドライバにｎ１個のタイミング信号を順次出力し、
　前記第２のタイミング発生回路は、前記同期信号の立ち上がりおよび／または立ち下が
りのタイミングに同期するように前記第２の周期のタイミング信号の位相を調整し、前記
同期信号の立ち上がりおよび立ち下がりのうちの他方のタイミングから前記第２のコモン
電極ドライバにｎ２個のタイミング信号を順次出力する、請求項７記載の表示システム。
【請求項９】
　前記同期信号発生回路は、連続してｎ１回だけ、前記第２の周期のタイミングで前記同
期信号を立ち上げ、その後連続してｎ２回だけ、前記第２の周期のタイミングで前記同期
信号が立ち下げ、
　前記第１のタイミング発生回路は、連続してｎ１回だけ、前記同期信号の立ち上がりの
タイミングに同期するように前記第２の周期のタイミング信号の位相を調整するとともに
、前記同期信号の立ち上がりのタイミングごとに前記第１のコモン電極ドライバにタイミ
ング信号を出力し、その後連続してｎ２回だけ、前記同期信号の立ち下がりのタイミング
に同期するように前記第２の周期のタイミング信号の位相を調整し、
　前記第２のタイミング発生回路は、連続してｎ１回だけ、前記同期信号の立ち上がりの
タイミングに同期するように前記第２の周期のタイミング信号の位相を調整し、その後連
続してｎ２回だけ、前記同期信号の立ち下がりのタイミングに同期するように前記第２の
周期のタイミング信号の位相を調整するとともに、前記同期信号の立ち下がりのタイミン



(4) JP 2014-66896 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

グごとに前記第１のコモン電極ドライバにタイミング信号を出力する、請求項７記載の表
示システム。
【請求項１０】
　前記同期信号発生回路は、連続してｎ１回だけ、前記第２の周期のタイミングで前記同
期信号を立ち下げ、その後連続してｎ２回だけ、前記第２の周期のタイミングで前記同期
信号を立ち上げ、
　前記第１のタイミング発生回路は、連続してｎ１回だけ、前記同期信号の立ち下がりの
タイミングに同期するように前記第２の周期のタイミング信号の位相を調整するとともに
、前記同期信号の立ち下がりのタイミングごとに前記第１のコモン電極ドライバにタイミ
ング信号を出力し、その後連続してｎ２回だけ、前記同期信号の立ち上がりのタイミング
に同期するように前記第２の周期のタイミング信号の位相を調整し、
　前記第２のタイミング発生回路は、連続してｎ１回だけ、前記同期信号の立ち下がりの
タイミングに同期するように前記第２の周期のタイミング信号の位相を調整し、その後連
続してｎ２回だけ、前記同期信号の立ち上がりのタイミングに同期するように前記第２の
周期のタイミング信号の位相を調整するとともに、前記同期信号の立ち下上がりのタイミ
ングごとに前記第１のコモン電極ドライバにタイミング信号を出力する、請求項７記載の
表示システム。
【請求項１１】
　前記第１のマイクロコンピュータは、
　フレーム周期を（ｎ１＋ｎ２）で除した時間ごとにレベルが変化する同期信号を生成す
る同期信号を生成して、前記第２のマイクロコンピュータに送信する同期信号発生回路を
備え、
　前記第１のコモン電極ドライバは、前記同期信号の立ち上がりおよび立ち下がりのうち
の一方のタイミングに従って、前記コモン制御信号を供給し、
　前記第２のコモン電極ドライバは、前記同期信号の立ち上がりおよび立ち下がりのうち
の他方のタイミングに従って、前記コモン制御信号を供給し、
　前記第１のセグメント電極ドライバおよび前記第２のセグメント電極ドライバは、前記
同期信号の立ち上がりおよび立ち下がりのタイミングに従って、前記セグメント制御信号
を供給する、請求項５記載の表示システム。
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示システムに関し、たとえば液晶ディスプレイを含む表示システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイの大きさの大型化および多様化にともなって、多様な種類のピン数を
有する液晶ドライバ用のＬＳＩが必要となってきている。しかしながら、様々なピン数の
液晶ドライバ用のＬＳＩを開発することは、コストが高くなる。そのため、既存のピン数
の液晶ドライバを複数用いて、所望の大きさの液晶ディスプレイを駆動できることが望ま
れている。
【０００３】
　これに対して、２つの液晶ドライバを用いた駆動装置が知られている。
　たとえば、特許文献１（特開２００３－２１６１２７号公報）の駆動装置では、液晶ド
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ライバ（３ａ、３ｂ）は、表示装置駆動用の液晶駆動電圧ｂを作成し、この電圧ｂに基づ
き表示装置を駆動し、かつ上記電圧ｂを外部に出力するマスターモード、および外部から
入力した液晶駆動電圧ｂに基づき表示装置を駆動するスレーブモードによる動作が可能で
ある。選択レジスタ（５）は、液晶ドライバ（３ａ、３ｂ）を上記両モードの何れに設定
するかを示すモード情報を記憶する。液晶ドライバ（３ａ、３ｂ）は、選択レジスタ（５
）に、マスターモードを示すモード情報が記憶されているときに液晶駆動電圧ｂの出力を
行い、スレーブモードを示すモード情報が記憶されているときに上記電圧ｂの出力を停止
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２１６１２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１は、２つの液晶ドライバのいずれかがマスターモードになる
か、あるいはスレーブモードになるかについて記載するのみである。２つの液晶ドライバ
を用いて、どのようにして所望の大きさの液晶ディスプレイを駆動するかについては記載
されていない。
【０００６】
　その他の課題と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面から明らかであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施形態の表示システムによれば、第１のマイクロコンピュータは、第１群
および第２群の複数の画素のコモン電極にコモン制御信号を供給し、第１群および第３群
の複数の画素のセグメント電極にセグメント制御信号を供給する。第２のマイクロコンピ
ュータは、第３群および第４群の複数の画素のコモン電極にコモン制御信号を供給し、第
２群および第４群の複数の画素のセグメント電極にセグメント制御信号を供給する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の一実施形態の表示システムによれば、２つのマイクロコンピュータを用いて、
大型の液晶ディスプレイを駆動することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態の表示システムの構成を表わす図である。
【図２】第２の実施形態の表示システムの構成を表わす図である。
【図３】参考例としての表示システムの構成を表わす図である。
【図４】第２の実施形態の表示システムの制御信号のタイミング図である。
【図５】第３の実施形態の表示システムの構成を表わす図である。
【図６】第３の実施形態の表示システムの制御信号のタイミング図である。
【図７】第４の実施形態の表示システムの構成を表わす図である。
【図８】第４の実施形態の表示システムの制御信号のタイミング図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について、図面を用いて説明する。
　［第１の実施形態］
　図１は、第１の実施形態の表示システムの構成を表わす図である。
【００１１】
　この表示システム５１は、液晶ディスプレイ２０と、マスタＭＣＵ（Micro Control Un
it）１Ａと、スレーブＭＣＵ１Ｂとを備える。
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【００１２】
　液晶ディスプレイ２０の画素は、第１～第４群に分割される。
　マスタＭＣＵ１Ａは、第１のマイクロコンピュータに対応する。スレーブＭＣＵ１Ｂは
、第２のマイクロコンピュータに対応する。マスタＭＣＵ１Ａとスレーブ１Ｂが、液晶デ
ィスプレイ２０を駆動する。
【００１３】
　マスタＭＣＵ１Ａは、第１群および第２群の複数の画素のコモン電極にコモン制御信号
を供給し、第１群および第３群の複数の画素のセグメント電極にセグメント制御信号を供
給する。
【００１４】
　スレーブＭＣＵ１Ｂは、第３群および第４群の複数の画素のコモン電極にコモン制御信
号を供給し、第２群および第４群の複数の画素のセグメント電極にセグメント制御信号を
供給する。
【００１５】
　以上のように、本実施の形態によれば、各ＭＣＵからのコモン制御信号が２つの群の画
素に供給され、かつ各ＭＣＵからのセグメント制御信号が２つの群の画素に供給されるこ
とによって、２つのＭＣＵを用いて大型の液晶ディスプレイを駆動することができる。こ
れによって、大型の液晶ディスプレイ用に新規にＭＣＵを開発する必要がなくなる。また
、多くのピン数の１つのＭＣＵで駆動装置を構成して、液晶ディスプレイを駆動するより
も、少ないピン数の２つのＭＣＵで駆動装置で液晶ディスプレイを駆動する方が、駆動装
置全体の面積を低減することができる。
【００１６】
　［第２の実施形態］
　図２は、第２の実施形態の表示システムの構成を表わす図である。
【００１７】
　この表示システム１は、マスタＭＣＵ１０Ａと、スレーブＭＣＵ１０Ｂと、液晶ディス
プレイ２０と、マスタＭＣＵ１０Ａと、スレーブＭＣＵ１０Ｂとを備える。
【００１８】
 液晶ディスプレイ２０は、８行×８列の画素を有する。
　図２に示すように、液晶ディスプレイ２０の画素をＰ（Ｘ、Ｙ）で表わす。Ｘは列を表
わし０≦Ｘ≦７である。Ｙは行を表わす０≦Ｙ≦７である。各画素は、コモン制御信号で
制御されるコモン電極と、セグメント制御信号で制御されるセグメント電極とを有する。
０≦Ｘ≦３、０≦Ｙ≦３の範囲の領域３０の画素Ｐ（Ｘ、Ｙ）は第１群に属する。４≦Ｘ
≦７、０≦Ｙ≦３の範囲の領域３１の画素Ｐ（Ｘ、Ｙ）は第２群に属する。０≦Ｘ≦３、
４≦Ｙ≦７の範囲の領域３２の画素Ｐ（Ｘ、Ｙ）は第３群に属する。４≦Ｘ≦７、４≦Ｙ
≦７の範囲の領域３３の画素Ｐ（Ｘ、Ｙ）は第４群に属する。
【００１９】
　領域３０の第１群の画素Ｐ（Ｘ、Ｙ）のコモン電極は、マスタＭＣＵ１０Ａから出力さ
れるコモン制御信号ｃｏｍ＿ＡＹを受け、セグメント電極は、マスタＭＣＵ１０Ａから出
力されるセグメント制御信号ｓｅｇ＿ＡＸを受ける。
【００２０】
　領域３１の第２群の画素Ｐ（Ｘ、Ｙ）のコモン電極は、マスタＭＣＵ１０Ａから出力さ
れるコモン制御信号ｃｏｍ＿ＡＹを受け、セグメント電極は、ＭＣＵ１Ｂから出力される
セグメント制御信号ｓｅｇ＿ＢＸ′を受ける。Ｘ′はＸ－４である。
【００２１】
　領域３２の第３群の画素Ｐ（Ｘ、Ｙ）のコモン電極は、スレーブＭＣＵ１０Ｂから出力
されるコモン制御信号ｃｏｍ＿ＢＹ′を受け、セグメント電極は、マスタＭＣＵ１０Ａか
ら出力されるセグメント制御信号ｓｅｇ＿ＡＸを受ける。Ｙ′はＹ－４である。
【００２２】
　領域３３の第４群の画素Ｐ（Ｘ、Ｙ）のコモン電極は、スレーブＭＣＵ１０Ｂから出力
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されるコモン制御信号ｃｏｍ＿ＢＹ′を受け、セグメント電極は、スレーブＭＣＵ１０Ｂ
から出力されるセグメント制御信号ｓｅｇ＿ＢＸ′を受ける。Ｘ′はＸ－４である。Ｙ′
はＹ－４である。
【００２３】
　マスタＭＣＵ１０Ａは、同期信号発生回路１１と、表示ＲＡＭ（Random Access Memory
）１２Ａと、ＵＡＲＴ（(Universal Asynchronous Receiver Transmitter）１３Ａと、タ
イミング発生回路１４Ａと、セグメント電極ドライバ１６Ａと、コモン電極ドライバ１５
Ａと、制御端子ＣＡ０～ＣＡ３、ＳＡ０～ＳＡ３とを備える。
【００２４】
　同期信号発生回路１１は、周期がＴでデューティ比が０．５のフレーム同期信号Ｓｙｎ
ｃをタイミング発生回路１４Ａに供給するとともに、同期信号用ライン９２を通じて、フ
レーム同期信号ＳｙｎｃをスレーブＭＣＵ１０Ｂに送信する。
【００２５】
　表示ＲＡＭ１２Ａは、液晶ディスプレイ２０の８行×８列の画素の表示データを保持す
る。０～３列（第１群および第３群）の画素の表示データを左半分の表示データとよび、
４～７列（第２群および第４群）の画素の表示データを右半分の表示データと呼ぶ。
【００２６】
　ＵＡＲＴ１３Ａは、データ転送用シリアルライン９１を通じて、表示部ＲＡＭ１２Ａに
保持されている右半分の表示データをスレーブＭＣＵ１０Ｂに送信する。
【００２７】
　タイミング発生回路１４Ａは、周期Ｄ（Ｄ＝Ｔ／８）のタイミング信号を生成する。タ
イミング発生回路１４Ａは、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりエッジのタイミング
に同期するようにタイミング信号の位相を調整する。タイミング発生回路１４Ａは、生成
したタイミング信号のうち、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりエッジのタイミング
から４個分だけタイミング信号をコモン電極ドライバ１５Ａへ順次供給する。タイミング
発生回路１４Ａは、生成したタイミング信号をすべてセグメント電極ドライバ１６Ａへ供
給する。
【００２８】
　コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング発生回路１４Ａのタイミング信号に従って、
互いに異なるタイミングで４個のコモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３を生成して
、制御端子ＣＡ０～ＣＡ３へ出力する。
【００２９】
　制御端子ＣＡ０は、コモン制御線を通じて、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０を液晶ディス
プレイ２０の０行目の画素Ｐ（Ｘ、０）のコモン電極へ供給する。制御端子ＣＡ１は、コ
モン制御線を通じて、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ１を液晶ディスプレイ２０の１行目の画
素Ｐ（Ｘ、１）のコモン電極へ供給する。制御端子ＣＡ２は、コモン制御線を通じて、コ
モン制御信号ｃｏｍ＿Ａ２を液晶ディスプレイ２０の２行目の画素Ｐ（Ｘ、２）のコモン
電極へ供給する。制御端子ＣＡ３は、コモン制御線を通じて、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ
３を液晶ディスプレイ２０の３行目の画素Ｐ（Ｘ、３）のコモン電極へ供給する。ただし
、Ｘは０～７である。
【００３０】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング発生回路１４Ａのタイミング信号と表示
ＲＡＭ１２Ａの左半分の表示データに従って、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ
＿Ａ３を生成して、制御端子ＳＡ０～ＳＡ３へ出力する。
【００３１】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同時に４個のセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓ
ｅｇ＿Ａ３を供給する。セグメント電極ドライバ１６Ａは、４個のコモン制御信号ｃｏｍ
＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３および４個のコモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０～ｃｏｍ＿Ｂ３が供給さ
れるタイミングに合わせて、４個のセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３の各
々のパターンを変化させる。
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【００３２】
　制御端子ＳＡ０は、セグメント制御線を通じて、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０を液
晶ディスプレイ２０の０列目の画素Ｐ（０、Ｙ）のセグメント電極へ供給する。制御端子
ＳＡ１は、セグメント制御線を通じて、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１を液晶ディスプ
レイ２０の１列目の画素Ｐ（１、Ｙ）のセグメント電極へ供給する。制御端子ＳＡ２は、
セグメント制御線を通じて、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２を液晶ディスプレイ２０の
２列目の画素Ｐ（２、Ｙ）のセグメント電極へ供給する。制御端子ＳＡ３は、セグメント
制御線を通じて、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３を液晶ディスプレイ２０の３列目の画
素Ｐ（３、Ｙ）のセグメント電極へ供給する。ただし、Ｙは０～７である。
【００３３】
　スレーブＭＣＵ１０Ｂは、表示ＲＡＭ１２Ｂと、ＵＡＲＴ１３Ｂと、タイミング発生回
路１４Ｂと、セグメント電極ドライバ１６Ｂと、コモン電極ドライバ１５Ｂと、制御端子
ＣＢ０～ＣＢ３、ＳＢ０～ＳＢ３とを備える。
【００３４】
　ＵＡＲＴ１３Ｂは、データ転送用シリアルライン９１を通じて受信した右半分の表示デ
ータを保持する。
【００３５】
　表示ＲＡＭ１２Ｂは、右半分の表示データを保持する。
　タイミング発生回路１４Ｂは、周期Ｄ（＝Ｔ／８）のタイミング信号を生成する。タイ
ミング発生回路１４Ｂは、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち下りエッジのタイミングに同
期するようにタイミング信号の位相を調整する。タイミング発生回路１４Ｂは、生成した
タイミング信号のうち、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりエッジのタイミングから
４個分だけタイミング信号をコモン電極ドライバ１５Ｂへ供給する。タイミング発生回路
１４Ｂは、生成したタイミング信号をすべてセグメント電極ドライバ１６Ｂへ供給する。
【００３６】
　コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング発生回路１４Ｂのタイミング信号に従って、
互いに異なるタイミングで４個のコモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０～ｃｏｍ＿Ｂ３を生成して
、制御端子ＣＢ０～ＣＢ３へ出力する。
【００３７】
　制御端子ＣＢ０は、コモン制御線を通じて、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０を液晶ディス
プレイ２０の４行目の画素Ｐ（Ｘ、４）のコモン電極へ供給する。制御端子ＣＢ１は、コ
モン制御線を通じて、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ１を液晶ディスプレイ２０の５行目の画
素Ｐ（Ｘ、５）のコモン電極へ供給する。制御端子ＣＢ２は、コモン制御線を通じて、コ
モン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ２を液晶ディスプレイ２０の６行目の画素Ｐ（Ｘ、６）のコモン
電極へ供給する。制御端子ＣＢ３は、コモン制御線を通じて、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ
３を液晶ディスプレイ２０の７行目の画素Ｐ（Ｘ、７）のコモン電極へ供給する。ただし
、Ｘは０～７である。
【００３８】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング発生回路１４Ｂのタイミング信号と、表
示ＲＡＭ１２Ｂの右半分の表示データに従って、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅ
ｇ＿Ｂ３を生成して、制御端子ＳＢ０～ＳＢ３へ出力する。
【００３９】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同時に４個のセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓ
ｅｇ＿Ｂ３を供給する。セグメント電極ドライバ１６Ｂは、４個のコモン制御信号ｃｏｍ
＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３および４個のコモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０～ｃｏｍ＿Ｂ３が供給さ
れるタイミングに合わせて、４個のセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３の各
々のパターンを変化させる。
【００４０】
　制御端子ＳＢ０は、セグメント制御線を通じて、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０を液
晶ディスプレイ２０の４列目の画素Ｐ（４、Ｙ）のセグメント電極へ供給する。制御端子
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ＳＢ１は、セグメント制御線を通じて、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１を液晶ディスプ
レイ２０の５列目の画素Ｐ（５、Ｙ）のセグメント電極へ供給する。制御端子ＳＢ２は、
セグメント制御線を通じて、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２を液晶ディスプレイ２０の
６列目の画素Ｐ（６、Ｙ）のセグメント電極へ供給する。制御端子ＳＢ３は、セグメント
制御線を通じて、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３を液晶ディスプレイ２０の７列目の画
素Ｐ（７、Ｙ）のセグメント電極へ供給する。ただし、Ｙは０～７である。
【００４１】
　本実施の形態では、コモン電極ドライバ１５Ａは、液晶ディスプレイ２０の表示画像の
フレーム周期Ｔの前半で動作し、コモン電極ドライバ１５Ｂは、フレーム周期Ｔの後半で
動作するが、逆であってもよい。すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、フレーム周期
Ｔの後半で動作し、コモン電極ドライバ１５Ｂは、フレーム周期Ｔの前半で動作するもの
としてもよい。
【００４２】
　　（参考）
　図３は、参考例としての表示システムの構成を表わす図である。
【００４３】
　従来の表示システムは、本実施の形態のように、ＭＣＵ１Ａは、コモン制御信号ｃｏｍ
＿Ａ０～Ａ３を出力し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～Ａ３を出力し、ＭＣＵ１Ｂは
、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０～Ｂ３を出力し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～Ｂ３
を出力する。
【００４４】
　しかしながら、ＭＣＵ１Ａから出力されるコモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０～Ａ３およびセ
グメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～Ａ３３は、本実施の形態の第１群の４×４の画素にしか
供給されない。また、ＭＣＵ１Ｂから出力されるコモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０～Ｂ３およ
びセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～Ｂ３は、本実施の形態の第４群の４×４の画素にし
か供給されない。
【００４５】
　以上のように、従来の表示システムでは、２つのＭＣＵを用いて、３２画素の大きさの
液晶ディスプレイを駆動するものであり、本実施の形態のように６４画素の液晶ディスプ
レイを駆動することができない。
（動作）
　図４は、第２の実施形態の表示システムの制御信号のタイミング図である。
【００４６】
　周期Ｄ（＝Ｔ／８、Ｔはフレーム周期）ごとに処理が切り換えられる。
　タイミング発生回路１４Ａは、周期Ｄ（Ｄ＝Ｔ／８）のタイミング信号を生成する。タ
イミング発生回路１４Ａは、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりエッジ（第０の期間
Ｔ＃０の先頭）のタイミングでタイミング信号の位相を調整する。タイミング発生回路１
４Ａは、生成したタイミング信号のうち、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりエッジ
（第０の期間Ｔ＃０の先頭）から４個分だけタイミング信号をコモン電極ドライバ１５Ａ
へ供給する。タイミング発生回路１４Ａは、生成したタイミング信号をすべてセグメント
電極ドライバ１６Ａへ供給する。
【００４７】
　タイミング発生回路１４Ｂは、周期Ｄ（Ｄ＝Ｔ／８）のタイミング信号を生成する。タ
イミング発生回路１４Ｂは、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりエッジ（第４の期間
Ｔ＃４の先頭）のタイミングでタイミング信号の位相を調整する。タイミング発生回路１
４Ｂは、生成したタイミング信号のうち、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりエッジ
（第４の期間Ｔ＃４の先頭）から４個分だけタイミング信号をコモン電極ドライバ１５Ａ
へ供給する。タイミング発生回路１４Ｂは、生成したタイミング信号をすべてセグメント
電極ドライバ１６Ａへ供給する。
【００４８】
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　第０の期間Ｔ＃０には、液晶ディスプレイ２０の第０行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃ
ｏｍ＿Ａ０のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパターンとは、０→負→正→
０で遷移するパターンである。
【００４９】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第０行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第０の期間Ｔ＃０では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０が画素Ｐ（０，０）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ（０，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（０，２）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
３が画素Ｐ（０，３）の表示データに対応する。
【００５０】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第０行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第０の期間Ｔ＃０では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０が画素Ｐ（０，４）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ（０，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（０，６）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
３が画素Ｐ（０，７）の表示データに対応する。
【００５１】
　第１の期間Ｔ＃０には、液晶ディスプレイ２０の第１行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃ
ｏｍ＿Ａ１のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパターンとは、０→負→正→
０で遷移するパターンである。
【００５２】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第１行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第１の期間Ｔ＃０では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０が画素Ｐ（１，０）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ（１，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（１，２）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
３が画素Ｐ（１，３）の表示データに対応する。
【００５３】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第１行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第１の期間Ｔ＃１では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０が画素Ｐ（１，４）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ（１，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（１，６）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
３が画素Ｐ（１，７）の表示データに対応する。
【００５４】
　第２の期間Ｔ＃２には、液晶ディスプレイ２０の第２行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃ
ｏｍ＿Ａ２のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパターンとは、０→負→正→
０で遷移するパターンである。
【００５５】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第２行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第２の期間Ｔ＃２では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０が画素Ｐ（２，０）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ（２，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（２，２）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
３が画素Ｐ（２，３）の表示データに対応する。
【００５６】
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　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、第２行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓ
ｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第２の期間Ｔ＃２では、セグメント制御信号ｓｅ
ｇ＿Ｂ０が画素Ｐ（２，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が
画素Ｐ（２，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（２
，６）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（２，７）の表
示データに対応する。
【００５７】
　第３の期間Ｔ＃３には、液晶ディスプレイ２０の第３行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃ
ｏｍ＿Ａ３のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパターンとは、０→負→正→
０で遷移するパターンである。
【００５８】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第３行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第３の期間Ｔ＃３では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０が画素Ｐ（３，０）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ（３，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（３，２）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
３が画素Ｐ（３，３）の表示データに対応する。
【００５９】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第３行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第３の期間Ｔ＃３では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０が画素Ｐ（３，４）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ（３，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（３，６）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
３が画素Ｐ（３，７）の表示データに対応する。
【００６０】
　第４の期間Ｔ＃４には、液晶ディスプレイ２０の第４行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃ
ｏｍ＿Ｂ０のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパターンとは、０→負→正→
０で遷移するパターンである。
【００６１】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第４行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第４の期間Ｔ＃４では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０が画素Ｐ（４，０）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ（４，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（４，２）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
３が画素Ｐ（４，３）の表示データに対応する。
【００６２】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第４行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第４の期間Ｔ＃４では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０が画素Ｐ（４，４）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ（４，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（４，６）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
３が画素Ｐ（４，７）の表示データに対応する。
【００６３】
　第５の期間Ｔ＃５には、液晶ディスプレイ２０の第５行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃ
ｏｍ＿Ｂ１のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパターンとは、０→負→正→
０で遷移するパターンである。
【００６４】
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　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第５行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第５の期間Ｔ＃５では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０が画素Ｐ（５，０）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ（５，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（５，２）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
３が画素Ｐ（５，３）の表示データに対応する。
【００６５】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第５行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第５の期間Ｔ＃５では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０が画素Ｐ（５，４）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ（５，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（５，６）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
３が画素Ｐ（５，７）の表示データに対応する。
【００６６】
　第６の期間Ｔ＃６には、液晶ディスプレイ２０の第６行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃ
ｏｍ＿Ｂ２のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパターンとは、０→負→正→
０で遷移するパターンである。
【００６７】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第６行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第６の期間Ｔ＃６では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０が画素Ｐ（６，０）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ（６，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（６，２）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
３が画素Ｐ（６，３）の表示データに対応する。
【００６８】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第６行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第６の期間Ｔ＃６では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０が画素Ｐ（６，４）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ（６，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（６，６）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
３が画素Ｐ（６，７）の表示データに対応する。
【００６９】
　第７の期間Ｔ＃７には、液晶ディスプレイ２０の第７行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃ
ｏｍ＿Ｂ３のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパターンとは、０→負→正→
０で遷移するパターンである。
【００７０】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第７行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第７の期間Ｔ＃７では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０が画素Ｐ（７，０）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ（７，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（７，２）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
３が画素Ｐ（７，３）の表示データに対応する。
【００７１】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第７行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第７の期間Ｔ＃７では
、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０が画素Ｐ（７，４）の表示データに対応し、セグメン
ト制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ（７，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号
ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（７，６）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
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３が画素Ｐ（７，７）の表示データに対応する。
【００７２】
　以上のように、本実施の形態によれば、第１の実施形態と同様に、２つのＭＣＵを用い
て大型の液晶ディスプレイを駆動することができる。また、マスタ側のＭＣＵからスレー
ブ側のＭＣＵにフレーム同期信号を送信することによって、２つのＭＣＵ間の同期をとる
ことができる。
【００７３】
　なお、本実施の形態では、第１群～第４群の各々が４行、４列の画素からなる場合につ
いて説明した。第１群がｎ１行、ｍ１列の画素からなり、第２群がｎ１行、ｍ２列の画素
からなり、第３群がｎ２行、ｍ１列の画素からなり、第４群がｎ２行、ｍ２列の画素から
なる場合には、コモン電極ドライバ１５Ａ，１５Ｂ、セグメント電極ドライバ１６Ａ，１
６Ｂは以下のように動作する。
【００７４】
　コモン電極ドライバ１５Ａは、互いに異なるタイミングでｎ１個のコモン制御信号ｃｏ
ｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ（ｎ１－１）を供給する。コモン電極ドライバ１５Ｂは、互いに異
なるタイミングでｎ２個のコモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０～ｃｏｍ＿Ｂ（ｎ２－１）を供給
する。セグメント電極ドライバ１６Ａは、同時にｍ１個のセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０～ｓｅｇ＿Ａ（ｍ１－１）を供給する。セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同時にｍ２
個のセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ（ｍ２－１）を供給する。
【００７５】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、ｎ１個のコモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ
（ｎ１－１）およびｎ２個のコモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０～ｃｏｍ＿Ｂ（ｎ２－１）が供
給されるタイミングに合わせて、ｍ１個のセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ
（ｍ１－１）の各々のパターンを変化させる。セグメント電極ドライバ１６Ｂは、ｎ１個
のコモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ（ｎ１－１）およびｎ２個のコモン制御信号
ｃｏｍ＿Ｂ０～ｃｏｍ＿Ｂ（ｎ２－１）が供給されるタイミングに合わせて、ｍ２個のセ
グメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ（ｍ２－１）の各々のパターンを変化させる
。
【００７６】
　タイミング発生回路１４Ａは、周期Ｄ（＝Ｔ／（ｎ１＋ｎ２））のタイミング信号を生
成する。タイミング発生回路１４Ａは、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりエッジに
代えて、立ち下がりエッジのタイミングに同期するようにタイミング信号の位相を調整す
るものとしてもよい。また、タイミング発生回路１４Ａは、生成したタイミング信号のう
ち、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりエッジに代えて立ち下がりエッジのタイミン
グからｎ１個分だけタイミング信号をコモン電極ドライバ１５Ａへ順次供給するものとし
てもよい。
【００７７】
　タイミング発生回路１４Ｂは、周期Ｄ（Ｄ＝Ｔ／（ｎ１＋ｎ２）のタイミング信号を生
成する。タイミング発生回路１４Ｂは、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりエッジに
代えて、立ち上がりエッジのタイミングに同期するようにタイミング信号の位相を調整す
るものとしてもよい。また、タイミング発生回路１４Ｂは、生成したタイミング信号のう
ち、フレーム同期信号Ｓｙｎｃの立ち下りエッジに代えて立ち上がりエッジのタイミング
からｎ２個分だけタイミング信号をコモン電極ドライバ１５Ｂへ順次供給するものとして
もよい。
【００７８】
　［第３の実施形態］
　図５は、第３の実施形態の表示システムの構成を表わす図である。
【００７９】
　この表示システム５２０が、図５の第１の実施形態の表示システム１と相違する点は、
マスタＭＣＵ１０Ａの同期信号発生回路１１０およびタイミング発生回路１４０Ａ、スレ
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ーブＭＣＵ１０Ｂのタイミング発生回路１４０Ｂである。
【００８０】
　同期信号発生回路１１０は、連続してｎ１（第１群および第２群の行数、本実施の形態
では４）回だけ、周期Ｄ（＝８／Ｔ）のタイミングで同期信号Ｓｙｎｃを立ち上げ、その
後連続してｎ２（第３群および第４群の行数、本実施の形態では４）回だけ、周期Ｄのタ
イミングで同期信号Ｓｙｎｃを立ち下げる。
【００８１】
　タイミング発生回路１４０Ａは、連続してｎ１回だけ、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がり
のタイミングに同期するように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期
信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングごとにコモン電極ドライバ１５Ａおよびセグメン
ト電極ドライバ１６Ａにタイミング信号を出力する。
【００８２】
　タイミング発生回路１４０Ａは、その後連続してｎ２回だけ、同期信号Ｓｙｎｃの立ち
下がりのタイミングに同期するように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するともに、
同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングごとにセグメント電極ドライバ１６Ａにタイ
ミング信号を出力する。
【００８３】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、連続してｎ１回だけ、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がり
のタイミングに同期するように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期
信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングごとにセグメント電極ドライバ１６Ｂにタイミン
グ信号を出力する。
【００８４】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、その後連続してｎ２回だけ、同期信号Ｓｙｎｃの立ち
下がりのタイミングに同期するように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに
、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングごとにコモン電極ドライバ１５Ｂおよびセ
グメント電極ドライバ１６Ｂにタイミング信号を出力する。
【００８５】
　図６は、第３の実施形態の表示システムの制御信号のタイミング図である。
　フレーム周期Ｔは、第０～第７の期間の８つに分割される。
【００８６】
　第０の期間Ｔ＃０では、同期信号発生回路１１０は、期間の先頭で、同期信号Ｓｙｎｃ
を立ち上げる。
【００８７】
　タイミング発生回路１４０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上
がりのタイミングでコモン電極ドライバ１５Ａおよびセグメント電極ドライバ１６Ａにタ
イミング信号を出力する。
【００８８】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上
がりのタイミングでセグメント電極ドライバ１６Ｂにタイミング信号を出力する。
【００８９】
　コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０
のレベルを所定のパターンで変化させる。
【００９０】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第０行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。
【００９１】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第０行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。
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【００９２】
　第１の期間Ｔ＃１では、同期信号発生回路１１０は、期間の先頭で、同期信号Ｓｙｎｃ
を立ち上げる。
【００９３】
　タイミング発生回路１４０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上
がりのタイミングでコモン電極ドライバ１５Ａおよびセグメント電極ドライバ１６Ａにタ
イミング信号を出力する。
【００９４】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上
がりのタイミングでセグメント電極ドライバ１６Ｂにタイミング信号を出力する。
【００９５】
　コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ１
のレベルを所定のパターンで変化させる。
【００９６】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第１行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。
【００９７】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第１行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。
【００９８】
　第２の期間Ｔ＃２では、同期信号発生回路１１０は、期間の先頭で、同期信号Ｓｙｎｃ
を立ち上げる。
【００９９】
　タイミング発生回路１４０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上
がりのタイミングでコモン電極ドライバ１５Ａおよびセグメント電極ドライバ１６Ａにタ
イミング信号を出力する。
【０１００】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上
がりのタイミングでセグメント電極ドライバ１６Ｂにタイミング信号を出力する。
【０１０１】
　コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ２
のレベルを所定のパターンで変化させる。
【０１０２】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第２行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。
【０１０３】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第２行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。
【０１０４】
　第３の期間Ｔ＃３では、同期信号発生回路１１０は、期間の先頭で、同期信号Ｓｙｎｃ
を立ち上げる。
【０１０５】
　タイミング発生回路１４０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上
がりのタイミングでコモン電極ドライバ１５Ａおよびセグメント電極ドライバ１６Ａにタ
イミング信号を出力する。
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【０１０６】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上
がりのタイミングでセグメント電極ドライバ１６Ｂにタイミング信号を出力する。
【０１０７】
　コモン電極ドライバ１５Ａは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ３
のレベルを所定のパターンで変化させる。
【０１０８】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第３行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。
【０１０９】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第３行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。
【０１１０】
　第４の期間Ｔ＃４では、同期信号発生回路１１０は、期間の先頭で、同期信号Ｓｙｎｃ
を立ち下げる。
【０１１１】
　タイミング発生回路１４０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下
りのタイミングでセグメント電極ドライバ１６Ａにタイミング信号を出力する。
【０１１２】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下
がりのタイミングでコモン電極ドライバ１５Ｂおよびセグメント電極ドライバ１６Ｂにタ
イミング信号を出力する。
【０１１３】
　コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０
のレベルを所定のパターンで変化させる。
【０１１４】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第４行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。
【０１１５】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第４行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。
【０１１６】
　第５の期間Ｔ＃５では、同期信号発生回路１１０は、期間の先頭で、同期信号Ｓｙｎｃ
を立ち下げる。
【０１１７】
　タイミング発生回路１４０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下
りのタイミングでセグメント電極ドライバ１６Ａにタイミング信号を出力する。
【０１１８】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下
がりのタイミングでコモン電極ドライバ１５Ｂおよびセグメント電極ドライバ１６Ｂにタ
イミング信号を出力する。
【０１１９】
　コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ１
のレベルを所定のパターンで変化させる。
【０１２０】
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　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第５行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。
【０１２１】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第５行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。
【０１２２】
　第６の期間Ｔ＃６では、同期信号発生回路１１０は、期間の先頭で、同期信号Ｓｙｎｃ
を立ち下げる。
【０１２３】
　タイミング発生回路１４０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下
りのタイミングでセグメント電極ドライバ１６Ａにタイミング信号を出力する。
【０１２４】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下
がりのタイミングでコモン電極ドライバ１５Ｂおよびセグメント電極ドライバ１６Ｂにタ
イミング信号を出力する。
【０１２５】
　コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ２
のレベルを所定のパターンで変化させる。
【０１２６】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第６行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。
【０１２７】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第６行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。
【０１２８】
　第７の期間Ｔ＃７では、同期信号発生回路１１０は、期間の先頭で、同期信号Ｓｙｎｃ
を立ち下げる。
【０１２９】
　タイミング発生回路１４０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下
りのタイミングでセグメント電極ドライバ１６Ａにタイミング信号を出力する。
【０１３０】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに同期す
るように周期Ｄのタイミング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下
がりのタイミングでコモン電極ドライバ１５Ｂおよびセグメント電極ドライバ１６Ｂにタ
イミング信号を出力する。
【０１３１】
　コモン電極ドライバ１５Ｂは、タイミング信号に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ４
のレベルを所定のパターンで変化させる。
【０１３２】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、タイミング信号に従って、第７行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。
【０１３３】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、タイミング信号に従って、第７行の表示データに応
じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。
【０１３４】
　以上のように、本実施の形態によれば、第１の実施形態と同様に、２つのＭＣＵを用い
て大型の液晶ディスプレイを駆動することができる。また、マスタ側のＭＣＵからスレー
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ブ側のＭＣＵに周期Ｄ（＝８／Ｔ）のタイミングで立ち上るまたは立ち下がる同期信号を
送信することによって、２つのＭＣＵ間の同期の精度を高めることができる。
【０１３５】
　なお、以下に示すように、同期信号の立ち上がり、または立ち下がりのパターンを逆に
してもよい。
【０１３６】
　すなわち、同期信号発生回路１１０は、連続してｎ１（第１群および第２群の行数、本
実施の形態では４）回だけ、周期Ｄ（＝８／Ｔ）のタイミングで同期信号Ｓｙｎｃを立ち
上げる代わりに立ち下げ、その後連続してｎ２（第３群および第４群の行数、本実施の形
態では４）回だけ、周期Ｄのタイミングで同期信号Ｓｙｎｃを立ち下げる代わりに、立ち
上げる。
【０１３７】
　また、タイミング発生回路１４０Ａは、連続してｎ１回だけ、同期信号Ｓｙｎｃの立ち
上がりのタイミングに代えて、立ち下がりのタイミングに同期するように周期Ｄのタイミ
ング信号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりに代えて立ち下がり
のタイミングごとにコモン電極ドライバ１５Ａおよびセグメント電極ドライバ１６Ａにタ
イミング信号を出力する。
【０１３８】
　タイミング発生回路１４０Ａは、その後連続してｎ２回だけ、同期信号Ｓｙｎｃの立ち
下がりに代えて、立ち上がりのタイミングに同期するように周期Ｄのタイミング信号の位
相を調整するともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりに代えて、立ち上がりのタイミング
でセグメント電極ドライバ１６Ａにタイミング信号を出力する。
【０１３９】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、連続してｎ１回だけ、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がり
のタイミングに代えて、立ち下がりのタイミングに同期するように周期Ｄのタイミング信
号の位相を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりに代えて立ち下がりのタイ
ミングでセグメント電極ドライバ１６Ｂにタイミング信号を出力する。
【０１４０】
　タイミング発生回路１４０Ｂは、その後連続してｎ２回だけ、同期信号Ｓｙｎｃの立ち
下がりに代えて立ち上がりのタイミングに同期するように周期Ｄのタイミング信号の位相
を調整するとともに、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりに代えて立ち上がりのタイミングご
とにコモン電極ドライバ１５Ｂおよびセグメント電極ドライバ１６Ｂにタイミング信号を
出力する。
【０１４１】
　［第４の実施形態］
　図７は、第４の実施形態の表示システムの構成を表わす図である。
【０１４２】
　この表示システム６２０が、図２の第１の実施形態の表示システム１と相違する点は、
マスタＭＣＵ１０Ａの同期信号発生回路１１０およびコモン電極ドライバ１５０Ａ、スレ
ーブＭＣＵ１０Ｂのコモン電極ドライバ１５０Ｂである。
【０１４３】
　同期信号発生回路１１０は、時間Ｄ（＝Ｔ／８）ごとにレベルが変化する同期信号Ｓｙ
ｎｃを生成して、スレーブＭＣＵ１０Ｂに送信する。
【０１４４】
　コモン電極ドライバ１５０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに従って
、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３を供給する。
【０１４５】
　コモン電極ドライバ１５０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに従って
、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３を供給する。
【０１４６】
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　セグメント電極ドライバ１６０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりおよび立ち下がり
のタイミングに従って、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ０～Ａ３を供給する。
【０１４７】
　セグメント電極ドライバ１６０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりおよび立ち下がり
のタイミングに従って、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ０～Ｂ３を供給する。
【０１４８】
　図８は、第４の実施形態の表示システムの制御信号のタイミング図である。
　周期Ｄ（＝Ｔ／８、Ｔはフレーム周期）ごとに処理が切り換えられる。
【０１４９】
　第０の期間Ｔ＃０には、液晶ディスプレイ２０の第０行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミング
に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０のレベルを所定のパターンで変化させる。所定の
パターンとは、０→負→正→０で遷移するパターンである。
【０１５０】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第０行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第０の期間Ｔ＃０では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０が画素Ｐ（０，０）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ
（０，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（０，２）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３が画素Ｐ（０，３）の表示デー
タに対応する。
【０１５１】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第０行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第０の期間Ｔ＃０では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
０が画素Ｐ（０，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ
（０，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（０，６）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（０，７）の表示デー
タに対応する。
【０１５２】
　第１の期間Ｔ＃１には、液晶ディスプレイ２０の第４行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下りのタイミングに
従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ０のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパ
ターンとは、０→負→正→０で遷移するパターンである。
【０１５３】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第４行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第１の期間Ｔ＃１では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０が画素Ｐ（４，０）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ
（４，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（４，２）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３が画素Ｐ（４，３）の表示デー
タに対応する。
【０１５４】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第４行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第１の期間Ｔ＃１では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
０が画素Ｐ（４，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ
（４，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（４，６）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（４，７）の表示デー
タに対応する。
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【０１５５】
　第２の期間Ｔ＃２には、液晶ディスプレイ２０の第１行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミング
に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ１のレベルを所定のパターンで変化させる。所定の
パターンとは、０→負→正→０で遷移するパターンである。
【０１５６】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第１行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第２の期間Ｔ＃２では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０が画素Ｐ（１，０）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ
（１，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（１，２）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３が画素Ｐ（１，３）の表示デー
タに対応する。
【０１５７】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第１行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第２の期間Ｔ＃２では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
０が画素Ｐ（１，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ
（１，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（１，６）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（１，７）の表示デー
タに対応する。
【０１５８】
　第３の期間Ｔ＃３には、液晶ディスプレイ２０の第５行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下りのタイミングに
従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ１のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパ
ターンとは、０→負→正→０で遷移するパターンである。
【０１５９】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第５行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第３の期間Ｔ＃３では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０が画素Ｐ（５，０）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ
（５，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（５，２）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３が画素Ｐ（５，３）の表示デー
タに対応する。
【０１６０】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第５行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第３の期間Ｔ＃３では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
０が画素Ｐ（５，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ
（５，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（５，６）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（５，７）の表示デー
タに対応する。
【０１６１】
　第４の期間Ｔ＃４には、液晶ディスプレイ２０の第２行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミング
に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ２のレベルを所定のパターンで変化させる。所定の
パターンとは、０→負→正→０で遷移するパターンである。
【０１６２】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第２行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
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Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第４の期間Ｔ＃４では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０が画素Ｐ（２，０）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ
（２，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（２，２）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３が画素Ｐ（２，３）の表示デー
タに対応する。
【０１６３】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第２行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第４の期間Ｔ＃４では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
０が画素Ｐ（２，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ
（２，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（２，６）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（２，７）の表示デー
タに対応する。
【０１６４】
　第５の期間Ｔ＃５には、液晶ディスプレイ２０の第６行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下りのタイミングに
従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ２のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパ
ターンとは、０→負→正→０で遷移するパターンである。
【０１６５】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第６行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第５の期間Ｔ＃５では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０が画素Ｐ（６，０）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ
（６，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（６，２）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３が画素Ｐ（６，３）の表示デー
タに対応する。
【０１６６】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第６行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第５の期間Ｔ＃５では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
０が画素Ｐ（６，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ
（６，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（６，６）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（６，７）の表示デー
タに対応する。
【０１６７】
　第６の期間Ｔ＃６には、液晶ディスプレイ２０の第３行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミング
に従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ３のレベルを所定のパターンで変化させる。所定の
パターンとは、０→負→正→０で遷移するパターンである。
【０１６８】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第３行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第６の期間Ｔ＃６では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０が画素Ｐ（３，０）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ
（３，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（３，２）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３が画素Ｐ（３，３）の表示デー
タに対応する。
【０１６９】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第３行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
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Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第６の期間Ｔ＃６では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
０が画素Ｐ（３，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ
（３，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（３，６）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（３，７）の表示デー
タに対応する。
【０１７０】
　第７の期間Ｔ＃７には、液晶ディスプレイ２０の第７行が選択される。
　すなわち、コモン電極ドライバ１５Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下りのタイミングに
従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ｂ３のレベルを所定のパターンで変化させる。所定のパ
ターンとは、０→負→正→０で遷移するパターンである。
【０１７１】
　セグメント電極ドライバ１６Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第７行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ａ０～ｓｅｇ＿Ａ３を出力する。第７の期間Ｔ＃７では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ
０が画素Ｐ（７，０）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ１が画素Ｐ
（７，１）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ２が画素Ｐ（７，２）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ａ３が画素Ｐ（７，３）の表示デー
タに対応する。
【０１７２】
　セグメント電極ドライバ１６Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの変化（立ち上がりまたは立ち下
がり）のタイミングに従って、第７行の表示データに応じたセグメント制御信号ｓｅｇ＿
Ｂ０～ｓｅｇ＿Ｂ３を出力する。第７の期間Ｔ＃７では、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ
０が画素Ｐ（７，４）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ１が画素Ｐ
（７，５）の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ２が画素Ｐ（７，６）
の表示データに対応し、セグメント制御信号ｓｅｇ＿Ｂ３が画素Ｐ（７，７）の表示デー
タに対応する。
【０１７３】
　以上のように、本実施の形態によれば、第１の実施形態と同様に、２つのＭＣＵを用い
て大型の液晶ディスプレイを駆動することができる。また、マスタ側のＭＣＵからスレー
ブ側のＭＣＵに周期Ｄ（＝８／Ｔ）のタイミングで立ち上るまたは立ち下がる同期信号を
送信することによって、２つのＭＣＵ間の同期の精度を高めることができる。
【０１７４】
　本実施の形態では、液晶ディスプレイの行数が８である場合に、同期信号発生回路２１
０は、時間Ｄ（Ｔ／８）ごとにレベルが変化する同期信号Ｓｙｎｃを生成して、スレーブ
ＭＣＵ１０Ｂに送信するものとしたが、液晶ディスプレイの行数に応じて、時間Ｄが異な
る。
【０１７５】
　すなわち、第１群および第２群がｎ１行の画素からなり、第３群および第４群がｎ２行
の画素からなる場合には、時間Ｄは、（Ｔ／（ｎ１＋ｎ２））となる。
【０１７６】
　また、コモン電極ドライバ１５０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに
従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３を供給し、コモン電極ドライバ１５
０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミングに従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿
Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３を供給するものとしたが、これに限定するものではない。
【０１７７】
　すなわち、コモン電極ドライバ１５０Ａは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち下がりのタイミン
グに従って、コモン制御信号ｃｏｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３を供給し、コモン電極ドライバ
１５０Ｂは、同期信号Ｓｙｎｃの立ち上がりのタイミングに従って、コモン制御信号ｃｏ
ｍ＿Ａ０～ｃｏｍ＿Ａ３を供給するものとしてもよい。
【０１７８】
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　以上、本発明者によってなされた発明を実施の形態に基づき具体的に説明したが、本発
明は実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可能で
あることはいうまでもない。
【符号の説明】
【０１７９】
　１Ａ，１０Ａ　マスタＭＣＵ、１Ｂ，１０Ｂ　スレーブＭＣＵ、１１，１１０　同期信
号発生回路、１２Ａ，１２Ｂ　表示ＲＡＭ、１３Ａ，１３Ｂ　ＵＡＲＴ、１４Ａ，１４Ｂ
，１４０Ａ，１４０Ｂ　タイミング発生回路、１５Ａ，１５Ｂ，１５０Ａ，１５０Ｂ　コ
モン電極ドライバ、１６Ａ，１６Ｂ，１６０Ａ，１６０Ｂ　セグメント電極ドライバ、２
０　液晶ディスプレイ、５１，５２，５２０，６２０　表示システム、９１　データ転送
用シリアルライン、９２　同期信号用ライン。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

摘要：要解决的问题：提供适应液晶显示器尺寸增大和多样化的显示系
统。解决方案：MCU1A将公共控制信号提供给第一组和第二组的多个像
素中的每个像素的公共电极，并将段控制信号提供给第一组的多个像素
中的每个像素的分段电极。和第三组。MCU1B将公共控制信号提供给第
三组和第四组的多个像素中的每一个的公共电极，并将该段控制信号提
供给第二组的多个像素中的每个像素的分段电极和第四组。
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